
介護ロボット 
現状と課題 

NPO支援技術開発機構 

理事長 山内 繁 

資料６ 

1 



介護ロボットとロボット介護機器 

•介護ロボット（care robot） 
• 介護作業用に開発したロボット 

 

• ロボット介護機器（robotic assistive technology） 
• ロボット技術による制御機能を有する福祉用具 
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ロボット技術の介護利用における重点分野 

•経産省プロジェクト 
• 移乗介助（装着型、非装着型） 

• 移動支援（屋外型、屋内型） 

• 排泄支援 

• 認知症の見守り（介護施設型、在宅介護型） 

• 入浴支援 
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介護現場とロボット技術 

• ロボット技術の現状 
• 自律的な介護作業は不可能（人を安全に扱うこと。食事の自動配送は可能） 

• 単一の作業のみ可能（複雑な作業にはコストがかかる） 

•職員の負担軽減 
• 職員の代替は不可能 

• 職員の負担の総量を軽減することは可能 

•介護職員にとっての困難 
• 現場ニーズからの乖離（多様な作業に対するニーズ、作業の切り替え困難） 

• 「業務」の自動化には至っていない（機械は単純作業の繰り返しが得意） 

• 職員の機械リテラシー 
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マイスプーン 

• ２００２年 セコム発売、38万円 

• ジョイスティックで食べ物をスプーンとフォークで 
口に運び、食事の自立を図る 

•商用化した世界初の介護ロボット 
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パロ 

• 2005年、産総研 ４５３,６００円 

•認知症患者に対する“癒し”効果 
• 徘徊、多動、暴言、暴力などの周辺症状がおさまって 
くる患者がみられるようになった。 

• 適応は１／３程度との報告がある。 
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HAL 

•筑波大学山海教授 

• 2008年大和ハウスよりリース販売 
• 下肢用：188,000円／月、 

• 自立支援（単関節訓練用）：130,000円／月 

• 介護支援用（腰装着）：78,000円／月 

•脊損患者の歩行の自立を目的 

•不全脊損に対するリハビリ訓練効果 
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排泄自動処理装置 

•尿吸引タイプ、排泄物タイプ 

•介護保険開始時より尿吸引タイプは特定福祉用具 

• 2009年 排泄物タイプ、介護保険特定福祉用具 

• 1012年 排泄自動処理装置を介護保険貸与品目に指定 
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排泄自動処理装置介護保険実績 
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装着型パワーアシスト装置 

•腰痛予防のためのパワーアシスト 

•設計によっては歩きにくい 

•膝にかかる荷重 

•慢性腰痛は脳の機能の異常による？ 
• 7月12日NHKスペシャル 

「腰痛・治療革命～見えてきた痛みのメカニズム～」 

 カウンセリングで6割が症状の改善 

• 慢性腰痛の認知行動療法 

 

DLPFC 
背外側前頭前野 
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市場：介護保険福祉用具貸与の実績 
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自動排泄処理装置 
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福祉用具市場調査 
（日本福祉用具生活支援用具協会調べ） 
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介護ロボット市場予測 
２０１０ ２０１２ ２０１５ ２０２０ ２０２５ ２０３０ 

２００４：次世代ロボとビジョン懇談会 ８８ ２３７８ ５４３５ ９３４６ １４５６４ 

２０１０：2035年に向けた市場予測 １７０ ４５４ １２７５ ４３８５ 

２０１２：平成22年度ロボット産業将来
市場調査 

（６－１３） １６４ ５４３ １２３９ ４０４３ 

２０１４：矢野経済研究所市場予測 
（１．２４）
２０１１実
績 

（１．７） ２３ ３４９．５ 

２０１４:日本総研実績推計値 
（５８．６－ 
１６８．２） 

２０１５：ロボット新戦略 ＫＰＩ ５００ 

（  ）内の太字は実績推計値 13 



まとめ 

• ロボット技術は現段階では介護現場では単能的役割を果たす。 

•自律的な「ロボット」としてではなく、ロボット技術による制御機能のあ
る福祉用具として位置づけるのが妥当ではないか。 

•介護労力の削減への過大な期待は介護の質の低下をもたらす可能
性がある。 

•介護現場での作業の組織化の中に効率よく組み込むことによって、
介護労力の総量を減らしたり、介護職員の負担を減少させることは
可能。 
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